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平成２３年度 公共事業評価調書 

 

丹後
た ん ご

縦貫
じゅうかん

林道
りんどう

リフレッシュ
り ふ れ っ し ゅ

事業
じぎょう

（第２期
だ い ２ き

工事
こ う じ

） 

 

評価の別： 再々評価 事業箇所(区間)：
京
きょう

丹後市
た ん ご し

弥栄町
やさかちょう

野中
の な か

（林道） 

～京
きょう

丹後市
た ん ご し

大宮町
おおみやちょう

三重
み え

（府道）

事 業 着 手 年 度 ： 平成９年度 
全 体 事 業 費： 

(内 用 地 費 ) 

３５．０億円 

 （    ０ ） 

経 過 年 数 ： １５年 
H 2 2 末 投 資額累計： 

(内 用 地 費 ) 

２６．６億円 

 （    ０ ） 

完 了 予 定 年 度 ： 平成２８年 
進 ち ょ く 率 （ ％ ）： 

(内 用 地 費 ) 

７６％ 

 （    ０ ） 

部分供用の有無： 有 
残 事 業 費： 

(内 用 地 費 ) 

８．４億円 

 （    ０ ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備状況［成相線（京丹後市大宮町）］ 

丹後縦貫林道－１ 
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１．事業概要 

（１）地域の概要 

   丹後縦貫林道は、若狭湾から日本海を臨む丹後半島の中央部やや東側を南北に縦断

している。 

   丹後地域は基幹産業の低迷に加え、高齢化の進行と若年層の流出により、過疎化が

進んでおり、その対策として担い手の確保による農林水産業の振興や地域の活性化が

最大の課題となっている。 

   林業面では、地域面積の７６％が森林であるが、長期にわたる林業不振の下、林業

就労者の減少・高齢化が進行していることから、優良材の生産、効率的な林業経営の

推進により、森林整備の担い手を確保していく必要がある。 

   また、天橋立、山間部の自然環境、温泉等の豊富な地域資源を活用した保健休養・

観光が、重要な地域振興策として位置付けられている。 

     図－１  広域位置図         図－２  林道沿線の施設等配置図 
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（２）事業の目的 

  昭和４４年から５５年にかけて建設された丹後縦貫林道において、沿線施設の利用者

増に対応した、大型車両の容易な通行と通行車両の安全確保を目的として、曲線の緩和、

幅員の拡幅、安全施設の設置などを行っている。 

  また、平成２３年４月に開通した奥寄線との一体的整備により、①木材搬出コストの

縮減による生産拡大 ②森林整備による森林の多面的機能の発揮 ③沿線の豊かな自

然を活用した保健休養、観光への活用による地域活性化への寄与 ④災害時の迂回路の

確保などを図る。 

（３）事業評価対象区間 

  森林公園スイス村の南側から大内線終点までの約３２ｋｍが事業対象区間である。 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３  詳細位置図 

丹後縦貫林道－４ 
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（４）事業の内容                     

項 目 内     容 

事 業 名 丹後縦貫林道リフレッシュ事業（第２期工事） 

事 業 主 体 京都府 

事 業 箇 所 京丹後市弥栄町野中(林道)～京丹後市大宮町三重(府道) 

事 業 内 容 
林道改築※１・舗装・改良 

Ｌ＝３１．９８９ｋｍ 幅員 ４．０～７．０ｍ 

全 体 事 業 費 ３５億円 

事 業 期 間 平成９年度～平成２８年度 

上 位 計 画 
明日の京都、農林水産京力プラン※２、丹後地域振興計画 

由良川地域森林計画 

その他関連事業 緑のふるさと林道建設事業（奥寄線）平成２２年度末完成 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 

                               模式平面図        

標準断面図 

表－１ 事業の内容

丹後縦貫林道－５ 



 

- 6 -  

（５）関連事業 

  緑のふるさと林道建設事業（森林管理道 奥寄線（平成２２年度末完成）） 

丹後縦貫林道と国道３１２号を結び、大型トラックによる木材搬出ルートの確立と沿

線施設への一般車両の入り込みに寄与する。  

 

 

 

 

 

 

 

 

写真① 間伐材積込状況         写真② 通り初めの状況 

                                          ※写真の撮影位置はＰ４の「詳細位置図」に記載 

２．事業の進ちょく状況 

（１）事業の進ちょく状況（平成２３年３月現在） 

  再評価時の整備方針（事業効果を早期に発現するため優先順位を定めて事業実施の重

点化を図る）に基づき実施し、平成２２年度末に、大内線の改築が終了し、事業費進捗

率は７６％である。 

大鼓山線についても平成２３年度末には全線改築が終了する。 

今　　　　回 前回再評価時

(平成２３年度） （平成１８年度）

全体事業費 ３５．０億円 ４４．０億円

累計投資額 ２６．６億円 ２０．３億円

事業期間 平成９年度～平成２８年度 平成９年度～平成３０年度

進ちょく率 ７６％ ４６％  

表－２ 再評価時との対比 

事業費縮減（△９．０億円の内訳） 

     角突山線 南  約１．６ｋｍ区間で局部改良を導入 → △４．０億円 

     成 相線  北  局部改良箇所の再精査による減少  → △３．７億円 

     そ の 他  現地の地形に即した線形の採用 

               低コスト資材の積極的導入など   → △１．３億円 

丹後縦貫林道－６ 
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図－５ 事業進ちょく図 

丹後縦貫林道－７ 
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（２）事業（整備方針）の経過

○

○

○
○
○

○木材生産と森林整備を効率的に行うため、残区間において整備方針を再検討。
・角突山線の北側（人工林が多い）については１級1.5車線的整備を継続
・角突山線の南側（人工林が少なく、緩やかな線形が続く箇所）については局部改良を導入
・成相線北について局部改良箇所の再精査による減少

事業費９億円の削減
事業期間２年の短縮

開設

工期年度 大鼓山 角突山 成相 大内

S44～S55 ２級林道※７（W=4.0m）として開設

碇高原牧場、スイス村等沿線施設の入り込み客の増に対応するため改築工事（W=4.0→
7.0）を実施

リフレッシュ
１期

工期年度 大鼓山 角突山 成相 大内

H3～H8
１級２車線林道
（W=7.0m）

大型車両の容易な通行と通行車両の安全確保を目的に、未整備区間全線において改築
工事を実施

リフレッシュ
２期

工期年度 大鼓山 角突山 成相 大内

H9～H36 整備済み
１級２車線林道※７
（W=7.0m）

コスト縮減、景観への配慮のため残区間をW=5.0mの１．５車線化とする方針を決定
事業効果を早期に発現するため、優先順位を定めて、事業実施の重点化を図る
自然度の高い成相線北については、２級林道(W=4.0m)の構造を保ち、安全走行確保のた
めの局部改良とする

リフレッシュ
２期
再評価
H18

工期年度 大鼓山 角突山

H9～H30 整備済み
１級1.5車線林道
(W=5.0～7.0m)

成相
大内

北 南

優先順位 Ⅲ Ⅳ

２級林道
(W=4.0m)
局部改良

成相

１級1.5車線林道
(W=5.0～7.0m)

２級林道
(W=4.0m)
局部改良

１級1.5車線林道
(W=5.0～7.0m)

Ⅱ Ⅰ

優先順位

リフレッシュ
２期

再々評価
H23

工期年度 大鼓山

H9～H28 整備済み
１級1.5車線林

道
(W=5.0～7.0m)

大内
北 南 北 南
角突山

Ⅲ Ⅳ

総事業費

Ⅰ
24 22

事業期間

Ⅱ
28

今回の見直し ３５億円 平成２８年度

28

現計画 ４４億円 平成３０年度

完了年度

　（今回見直し案）

丹後縦貫林道－７ 丹後縦貫林道－７ 
図－６  事業（整備方針）の経過 

丹後縦貫林道－８ 
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３．事業を巡る社会経済情勢の変化 

（１）林業施策への対応 

  平成２１年１２月に公表された「森林・林業再生プラン」※８では１０年以内に木材

自給率５０％という目標が示されており、木材の効率的な搬出に対応する基盤の整備が

必要となってきている。 

  また、丹後縦貫林道の開設効果により推進された植林が、間伐等の手入れが必要とな

ってきており、搬出間伐※９に対応できる基盤の整備が必要である。 
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図－７ 丹後縦貫林道利用区域の人工林面積の推移

丹後縦貫林道開設着工 

丹後縦貫林道完成 

リフレッシュ事業着工 

丹後縦貫林道－９ 
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図－９ 

人工林の 

分布状況 

 

 

 

丹後縦貫林道－１０
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４．事業費の投資効果及びその要因の変化 

（１）費用便益比（Ｂ／Ｃ）※11の算出 

 

 

 

 

 

 

               表－３ 費用便益比 

   

・林野公共事業における事前評価マニュアル（平成２０年度改正版）に準じて算出。 

  ・総便益、総費用については、現在価値化（基準年の価値に換算）した数値である。 

 

（２）前回再評価時からの費用対効果の要因の変化 

    ①費用の削減 

      全体事業費を４４億円から３５億円に削減した。これは、局部改良箇所の見直し、 

    低コスト資材の導入等によるものである。 

    ②分析方法の変更 

  ・平成２０年に林野公共事業における事前評価マニュアルが改定された。 

  ・評価基準年が異なるため、現在価値化で費用、便益ともに変更が生じた。 

 

５．事業進ちょくの見込み 

未整備区間について、再評価時の整備方針に加えて、整備区間、内容を見直し、平成 

２８年度までに全線の整備は完了すると見込まれる。 

事業区間 完成年度 参考（前回評価時優先順位）

大内線（改築） 平成２２年度 優先順位Ⅰ

大鼓山線（改築） 平成２３年度 優先順位Ⅲ

成相線南（改築） 平成２４年度 優先順位Ⅱ

角突山線（改築、局部改良）平成２８年度 優先順位Ⅲ

成相線北（局部改良） 平成２８年度 優先順位Ⅳ  

表－４  事業の進ちょく状況及び見込み 

 

項　　　目 今回評価（基準年 H23） 前回再評価時（基準年 H18）

総便益（Ｂ） 92.5　億円 66.9　億円

総費用（Ｃ） 47.0　億円 40.6　億円

Ｂ／Ｃ 1.9 1.6

丹後縦貫林道－１１
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６．コスト縮減や代替案立案等の可能性 

（１）コスト縮減 

  従来使用していたコンクリート構造物から鋼製Ｌ型擁壁工や補強土壁工※12等の低コ

スト資材を積極的に採用する。              （低コスト工法） 

 

 

 

 

（従来工法） 

 

 

 

写真④ 補強土壁工  

 

 

 

 

写真③ コンクリート擁壁工  

 

 

 

                         写真⑤ 鋼製Ｌ型擁壁工 

 

※写真の撮影位置はＰ１０の「人工林の分布状況」に記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

丹後縦貫林道－１２
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（２）代替案立案の可能性 

  ・当該事業は既設林道の構造の質的向上を図るもので、別ルートによる整備は新設 

となり、コスト及び自然環境への影響が大きいため別ルートによる代替案は検討し 

ていない。 

・森林資源や未整備区間の現況の精査を行い、対策優先度を設定・整理し、再評価 

時の整備計画と対策優先度に基づく整備計画の２案を比較検討し、安全性と経済性 

等で最も有利となる整備計画とする。 

表－５ 代替案の検討 

  
現整備計画 

 
検討案１ 

 
検討案２ 

 
整備の 
考え方 

 
H18再評価時の整備方針に基づ
く計画。 
・コスト縮減、景観への配慮の
ため１．５車線化 
・事業効果の早期発現のため、
優先順位を定め、事業実施の重
点化 

 
H18再評価時の整備方針に加え
て、 
・木材生産と森林整備の効率化
のため１．５車線化区間の見直
し 
・現地精査に基づく対策優先度
Ａ、Ｂランク箇所の対策の実施

 
H18再評価時の整備方針に加え
て、 
・木材生産と森林整備の効率化
のため１．５車線化区間の見直
し 
・現地精査に基づく対策優先度
Ａランク箇所の対策の実施 

 
整備の 
概  要 

 
環境に配慮を必要とする成相
線北以外は１．５車線的道路整
備とし、成相線北は局部改良と
する。 

 
①角突山線 
・1.5車線的整備：5,582ｍ 
・局部改良：1,600ｍ 
②成相線北 
（対策優先度Ａ，Ｂランク）
・法面改良：98箇所 
・路側構造物：41箇所 
・路盤補修：23箇所 

 
①角突山線 
・1.5車線的整備：5,582ｍ 
・局部改良：1,600ｍ 
②成相線北 
（対策優先度Ａランク） 
・法面改良：18箇所 
・路側構造物：13箇所 
・路盤補修：14箇所 

 
利  点 

 
成相線北以外は幅員が5～7ｍ
となり、通行性は向上する。 

 
現整備計画に比べて、安価で事
業効果も早期に発現できる。

 
他の案に比べて、安価で事業効
果も早期に発現できる。 

 
問題点 

 
・残事業が多く、効果発現に期
間が必要 
・法面緑化困難箇所等が多く、
土地の改変面積が大きくなる。 

 
・検討案２に比べて高価となり
、事業効果の発現が遅れる。

 
・優先度の低い箇所は市町の維
持管理等で対応する必要があ
る。 

 
経済性 

 
４４億円 

 
３９億円 

 
３５億円 

 
評  価 

 
× 

 
△ 

 
○ 

丹後縦貫林道－１３
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※ 対策優先度 

Ａランク：現時点では各市町で崩土除去等の応急対策が実施されているが、安全走行に

支障があり早急の対応が必要。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑥                  写真⑦ 

 

Ｂランク：Ａランクほどではないが、将来的に安全走行に支障を及ぼすおそれがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真⑧                  写真⑨ 

 

※写真の撮影位置はＰ１０の「人工林の分布状況」に記載 

 

 

 

丹後縦貫林道－１４
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７．良好な環境の形成及び保全 

（１）地球環境・自然環境 

・貴重な自然環境と景観の保全を図るため、成相線北、角突山線の一部について局部

改良による整備を行い、地形の改変面積を抑える配慮を最大限行う。 

・ＣＯ２排出量を抑えるため、府内産間伐材を積極的に使用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真⑩  

府内産間伐材使用状況 

                            （丸太伏工※13） 

 

 

※写真の撮影位置はＰ１０の「人工林の分布状況」に記載 

８．総合評価（案） 

丹後地域の林業振興、地域の振興と森林の多面的機能の発揮を図るため、本事業を見直

し継続する必要がある。 

継続に当たっては、計画を見直した上でコスト縮減や早期完成などにより効率的・効果

的な実施を図る。 
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『環』の公共事業構想ガイドライン評価シート
わ

作成年月日 平成２３年１０月 ６日

作 成 部 署 丹後広域振興局農林商工部

事 業 名 丹後縦貫林道リフレッシュ事業 地 区 名 京丹後市弥栄町野中(林道)
（第２期工事） ～京丹後市大宮町三重(府道)

概算事業費 ３，５００百万円 事業期間 平成 ９年度～平成２８年度

事 業 概 要 林道改築・舗装・改良 L=３１．９８９km 幅員４.0～7.0m

目指すべき 地球温暖化緩和のため、自然環境と景観に配慮しつつ災害に強い林道を整備し、
環境像 環境に優しい資材の安定供給と森林の持つ環境保全機能の持続的な発揮を目指す。

関連する公共事業 緑のふるさと林道建設事業（林道奥寄線の開設、平成22年度末完成）

評 価 項 目 環境
施工地の環境特性と目標 環境配慮・環境創造の

主要な評価の視点 選定要否 ための措置内容 評価

地球温暖化(CO2排出量 京都府レッドデータブ 地形の改変面積を少な
地 等) ○ ック掲載の猛禽類「絶滅 くし、自然環境への影響 ４
球 が危惧される野生生物」 を抑えるため1.5車線的
環 地形・地質 ○ の生息地が確認されたた 整備を引き続き行う。 ３
境 め、自然環境の改変や工 必要に応じてモニタリ
・ 物質循環 (土砂移動) 事による繁殖活動への影 ング調査を実施し、猛禽
自 響を極力抑える必要があ 類の繁殖行動に応じた工
然 野生生物・絶滅危惧種 ○ る。 期設定を行う。 ３
環
境 生態系 林道の改修に伴い車両 林道の改修により適切

の通行量が増加すること な森林整備が促進されC
その他 から温室効果ガスの発生 O２の固定に貢献する。

が予測される。

ユニバーサルデザイン 当該地域の地質は花崗 排水施設の流末を既存
岩の風化したマサ土地帯 の水路等まで導くことに

水環境・水循環 ○ が多く、急峻な地形を通 より排水による土砂の移 ３
過する区間もあり、災害 動を防止する。

大気環境 ○ の発生や水質の変化に十 ４
分な配慮が必要である。

生 土壌・地盤環境
活 現在の林道は幅員が狭 林道を改修整備する事
環 騒音・振動 く、急カーブも多く、老 により車両のスムーズな
境 築化していることから車 通行を可能にし、排気ガ

廃棄物・リサイクル 両の通行に負荷が大き スの排出を抑え大気環境
い。 に貢献する。

化学物質・粉じん等
林道整備により森林整

電磁波・電波・日照 備が促進されることによ
り森林の公益的機能が高

その他 度に発揮される。

景観 ○ 丹後半島を縦断してい 地形の改変面積を少な ３
地 ることから、植林の進ん くすることにより、遠望
域 里山の保全 だ区域はもとより、棚田 からの林道の可視区間を
個 を含めた里山から、ブナ 極力少なくすることがで
性 地域の文化資産 林等の貴重な自然区域ま きるため、1.5車線的整
・ ○ で様々な景観を通過する。備を継続する。 ４
文
化 伝統的行祭事 ほぼ全線に渡り丹後天 多様な森林や周辺施設
環 橋立大江山国定公園に指 へのアクセスを円滑にし
境 地域住民との協働 定されておりこれらの影 府民が自然とふれあえる

響に対して十分な配慮が 機会を創出するとともに
その他 必要である。 地域の活性化に貢献す

る。

外 部 評 価
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（別紙）

構想ガイドラインチェックリストの記載要領

1) 「施工地の環境特性と目標」欄：評価項目の「主要な評価の視点選定の考え方」に当てはまる項
目について、下記の記載要点を踏まえて施工地地の環境特性と目指すべき方向（環境目標）につい
ての点検を行い、できるだけ具体的に（例えば絶滅危惧種の名称等）記載すること。

2) 「環境配慮・環境創造のための措置内容」欄：「施工地の環境特性と目標」の記載内容に対応して
実施しようとする回避措置や自然再生・環境創出等の方策について記載すること。

3) 「環境評価」欄：評価項目ごとの環境配慮の自己評価を記載し、「総合評価」欄には各環境評価を
踏まえ、工事全体の環境配慮を自己評価し記載する。

（改善；５、やや改善；４、現状維持；３、やや悪化；２、悪化；１）

評 価 項 目
主要な評価の視点

「施工地の環境特性と目標」の記載要点

地球温暖化 ・事業の実施又はそれによって設置される施設の供用に伴って温室効果ガス

（CO2排出量等） の著しい発生が予測されるため、発生抑制や吸収源の創出などが必要。

地 地形・地質 ・地域の自然環境の基盤となっている地形・地質の維持・保全・改善・回復

球 などが必要。

環 物質循環 ・河川における土砂移動機能が良（又は不良）であるため、その維持（又は

境 （土砂移動等） 改善）が必要。

・ 野生生物 ・京都府レッドデータブック掲載の「絶滅が危惧される野生生物」の生息地

自 ・絶滅危惧種 等が確認されたため、その維持・保全・改善・回復などが必要。

然 生態系 ・地域生態系の維持・保全・改善・回復などが必要。

環
境 その他 ・その他、施工地及び周辺地域における地球環境や自然環境の特性と目指す

べき方向（環境目標）

ユニバーサルデザイ ・高齢者や障がい者など社会的弱者に配慮した施設構造としていくことが必

ン 要。

水環境・水循環 ・事業前の水環境・水循環が良（又は不良）であるため、その維持（又は改

善）が必要。

大気環境 ・事業前の大気環境が良（又は不良）であるため、その維持（又は改善）が

生 必要。

土壌・地盤環境 ・事業前の土壌・地盤環境が良（又は不良～汚染、沈下、水脈分断など）の

活 ため、その維持（又は改善）が必要。

騒音・振動 ・事業の実施又はそれによって設置される施設の供用に伴って、騒音・振動

環 の発生が予測されるため、発生抑制が必要。

廃棄物・リサイクル ・事業の実施又はそれによって設置される施設の供用に伴って、建設廃棄物

境 の大量発生が予測されるため、発生抑制、再使用、リサイクルなどが必要。

化学物質・粉じん ・事業の実施又はそれによって設置される施設の供用に伴って、化学物質や

粉じんによる汚染が予測されるため、汚染の防止・抑制が必要。

電磁波・電波環境・ ・事業の実施又はそれによって設置される施設の供用に伴って、電磁波、電

日照 波障害、日照障害が予測されるため、障害の防止・抑制が必要。

その他 ・その他、施工地及び周辺地域における生活環境の特性と目指すべき方向（環

境目標）

景観 ・京都らしい自然景観や歴史的景観、都市景観が存在するため、その維持・

保全・改善・回復などが必要。

地 地域の文化資産 ・史跡や天然記念物、歴史的に重要な遺跡、古道、伝承、家屋(群)など地域

域 固有の文化資産が存在するため、その維持・保全・改善・回復などが必要。

個 里山の保全 ・多様な生物相や農村景観の重要な要素となっている里山が存在しているた

性 め、その維持・保全・改善・回復などが必要。

・ 伝統的行祭事 ・地域の伝統的な行祭事等が行われているため、その維持・保全・改善・回

文 復などが必要。

化 地域住民との協働 ・事業の構想、設計、施工、管理などについて地域住民との協働が必要。

環
境 その他 ・その他、施工地及び周辺地域における地域個性や文化環境の特性と目指す

べき方向（環境目標）。
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○  事業の費用対効果分析

◇ 費用便益分析結果総括表

事業名

事業所管課

１算出条件

算出根拠

基準年

事業着手年

事業完了予定年

便益算定対象期間

２費用 （単位：億円）

合計

単純合計 36.83

基準年における
現在価値（Ｃ）

46.96

※事業費、維持管理費の内訳は別紙のとおり

３便益 （単位：億円）

検討期間の総便益
（単純合計）

基準年における
現在価値（Ｂ）

※便益の内訳は別紙のとおり

４費用便益分析比

Ｂ／Ｃ 1.96

維持管理費

丹後縦貫林道リフレッシュ事業（第２期工事）

森林保全課

林野公共事業における事前評価マニュアル（平成２０年度改正版）

２０１１年（平成２３年）

１９９７年（平成９年）

２０１４年（平成２８年）

完了後４０年

事業費

35.00

45.74

92.48

92.48

323.45

1.83

1.22

46.96

丹後縦貫林道－１８



○  事業の費用対効果分析

◇ 費用の内訳

１事業費

２維持管理費

３総費用

◇ 便益の内訳

木材生産便益

単純合計

16.48

323.45

森林整備経費縮減等便益

一般交通便益

森林の総合利用便益

災害等軽減便益

維持管理費縮減便益

合計（Ｂ）

24.54

21.07

30.28

6.70

224.38

（単位：億円）

単純合計

1.83

1.83

単純合計

33.87

1.13

単純合計

工事費

その他経費
（測量試験費等）

合計 45.74

（Ｃ）

単純合計

36.83

単純合計

維持管理費

合計

35.00

10.12

単純合計

12.49

（単位：億円）

現在価値

1.22

1.22

（単位：億円）

現在価値

9.02

2.78

92.48

（単位：億円）

現在価値

46.96

現在価値

8.17

49.90
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◇各種便益の考え方

1 . 1)木材生産経費縮減便益
木 路網整備による、木材の搬出距離・経費の縮減便益及び木材輸送トラッ
材 クの大型化による輸送経費の縮減便益で、整備前後の伐採・搬出等経費
生 の差から求める。
産
等 2)木材利用増進便益
便 整備前には切り捨てとなっていた間伐材や小径木が、林道の整備により
益 搬出・利用される便益で、整備前後の利用間伐の割合の差から求める。

3)木材生産確保・増進便益
既設林道の機能向上のための「改築」、「舗装に伴う路盤改良等」を実
施した場合に既設林道が有していた耐用期限が延長され、引き続き木材
の生産が確保される便益で、伐採材積から求める。

2. 1) ①歩行時間等経費縮減便益
森 造 路網整備による、造林等作業員の歩行時間、資材運搬経費等の縮減
林 林 便益で、整備前後の造林等経費の差から求める。
整 作
備 業
経 経 ②作業道作設経費縮減便益
費 費 林道を整備した場合に、作業道を作設する経費が縮減される便益で、
縮 縮 作業道延長から求める。
減 減
等 便
便 益
益

2)森林管理等経費縮減便益
森林管理（病虫害の早期発見、山火事防止等）のための巡視や適切な森
林整備・林業経営のための普及指導等を行う者（地方自治体、森林組合
等職員を含む）の歩行時間が、林道の整備により縮減される便益で、森
林への往復所要時間の差から求める。

3) ① ｱ)洪水防止便益
森 水 降雨によって地表に達した雨水が土壌に浸透あるいは蒸散せず
林 源 に河川等へ流れてしまう最大流出量について、森林整備による
整 か 減少分を治水ダムで機能代替させて評価し、整備前後の流出係
備 ん 数の差から求める。
促 養
進 便 ｲ)流域貯水便益
便 益 森林の土壌内に浸透した雨量の増加分を利水ダムに機能代替さ
益 せて評価し、整備前後の貯留率の差から求める。

ｳ)水質浄化便益
森林の全貯留量のうち生活用水使用相当分については水道料金
で代替した費用で、その他の水量については雨水利用施設を用
いて雨水を浄化する費用により水質浄化の効果を評価し、整備
前後の貯留率の差から求める。
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② ｱ)土砂流出防止便益
山 雨水流下に伴う表土の年間流出量の差について、この土砂量を
地 保全するために必要となる砂防ダム建設コストで評価し、整備
保 前後の土砂流出量の差から求める。
全
便 ｲ)土砂崩壊防止便益
益 土塊として山腹崩壊が生じる場合の流出量を評価対象とし、事

業の実施による崩壊見込量の減少分や崩壊拡大防止分を、この
土砂量を保全するために必要となる砂防ダム建設コストで評価
し、整備前後の崩壊見込量の差から求める。

③ ｱ)炭素固定便益（樹木固定分）
環 森林整備や緑化工等の実施による当該森林の蓄積量の増加分か
境 ら、森林による炭素固定量を推計して評価し、整備前後の森林
保 の蓄積量の差から求める。
全
便 ｲ)炭素固定便益（森林土壌蓄積分）
益 事業を行う場合と行わない場合の土砂流出量について、評価対

象区域の年間土砂量の差により推計し、この流出土砂に含まれ
る炭素量を浸食等による森林土壌の炭素流出抑制量として評価
し、整備前後の流出土壌に含まれる炭素量の差から求める。

3 . 1)走行時間短縮便益
一 集落から勤務先への通勤等に林道を利用することにより走行時間が短縮
般 される効果について評価し、走行時間の差から求める。
交
通 2)走行経費減少便益
便 集落から勤務先への通勤等に林道を利用することにより走行経費が縮減
益 される効果について評価し、走行距離の差から求める。

4 . 1) ①利用確保便益
森 フ 森林公園等（林道沿線の名勝地等を含む）の整備により、市民へ
林 ォテ の憩いの場の提供や山村と都市との交流資源として活用される効
の レィ 果について、森林公園等への利用者が支払う入場料で評価し、入
総 ス施 込者数から求める。
合 ト設
利 ア利
用 メ用
便 ニ便
益 益

5 . 1)災害時迂回路等確保便益
災 自然災害時の迂回路や避難路として機能する場合の効果を評価し、到達
害 時間の差及び到達距離の差から求める。
等
軽 2)災害復旧経費縮減便益
減 林道の改良や舗装等により災害復旧経費が縮減される効果を評価し、災
便 害復旧経費の差から求める。
益

6. 維持管理費縮減便益
林道の改良や舗装等により、グレーダー作業、転石除去等に要する維持管理
費が縮減される効果を評価し、維持管理費の差から求める。
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○  用語集 

 

  （１）林道改築 

        既設林道の構造の質的向上を図るため、連続する区間の幅員の拡幅等。 

 

  （２）農林水産京力プラン 

        府政運営の指針となる「明日の京都」に示されている農林水産関連施策を実 

      現するため、京都府における農林水産の振興に関する１０年後のめざす姿、今 

      後５年間の分野別の施策展開方向地域別の重点施策を基本計画ととりまとめた 

      もの。 

 

  （３）１．５車線的整備 

        比較的交通量の少ない地域において、２車線整備にこだわらず、現道を最大 

      限に活用して、１車線改良・２車線改良・視距確保・待避所の設置等を組み合 

      わせた整備手法。 

 

  （４）局部改良 

        既設林道の輸送力の向上及び安全確保を図るため、局部的構造の改良を実施 

      する。内容は法面の保全、交通安全施設（ガードレール等）の改修、防護施設 

      （落石防止柵）及び待避所の新設等。 

 

  （５）視距 

        ドライバーが道路上で見通すことができる距離。 

        障害物又は対向する自動車に対して停止するまでに必要な距離である停止視 

      距と先行する自動車を追い越しするための追い越し視距がある。 

 

  （６）待避所 

１車線又は幅員の狭い道路で、車両が円滑にすれ違いを行うために適当な間

隔で設置される路肩より広い空間である。２車線化できない道路の改良手段と

して設けられる場合もある。 

 

  （７）１級林道、２級林道 

        林道（自動車道）の区分で、次のとおり。 

        １級：国道、都道府県道等と連絡する幹線 

        ２級：１級及び３級以外のもの 

        ３級：小利用区域に係る支線及び分線等 

 

  （８）森林・林業再生プラン 

        今後１０年間を目途に、路網の整備、森林施業の集約化及び必要な人材の育 

      成を軸として、効率的かつ安定的な林業経営の基盤づくりを進めるとともに、 

      木材の安定供給と利用に必要な体制を構築し、日本の森林・林業を早急に再生 

      していくための指針。 
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（９）搬出間伐  

    間伐で伐採した木材（間伐材）を山から運び出し（搬出）、利用すること。  

     

（10）保育期、間伐期、主伐期 

      ①保育期：植林後１～１５年目までの間、以下の作業を行う。 

この期間を保育期という。 

・下刈（したがり）  

植栽した苗木の生育を妨げる雑草や灌木を刈り払う作業。一般に植栽後の

数年間、毎年、春から夏の間に実施。 

・除伐（じょばつ） 

 植栽した樹木の生育を妨げる他の樹木を刈り払う作業。一般に、下刈を終

了してから、植栽木の枝葉が茂り、互いに接し合う状態になるまでの間に

数回実施。 

・枝打ち（えだうち） 

 節のない良質な木材に育てるため計画的に一部分の下枝を切り取る作業。 

 

   ②間伐期：樹木の生長に伴って混み合ってきた森林において、生長を促すため

に間引くための伐採「間伐」を行う時期。 

 

③主伐期：森林の樹木を収穫するために伐採する時期。 

 

（11）費用便益費（Ｂ／Ｃ） 

      事業の経済的な効率を評価するための指標で、事業が提供する社会的な便益の 

    金額（Ｂ）と、事業を実施するために必要な金額（Ｃ）との比較。Ｂ／Ｃが１以 

    下の事業については、コスト縮減など事業内容の見直しの検討が必要とされてい

る。 

 

（12）補強土壁工 

      盛土中に補強材を敷設することで垂直もしくは垂直に近い壁面を構築する土      

留め構造物。メカニズムは壁面材に作用する土圧力に対し、盛土材に敷設した引

張り補強材の引抜き抵抗力によって釣り合いを保ち、土留め壁の効果を発揮させ

るもの。  

      

（13）丸太伏工 

   林道切土法面の法尻において、間伐材を利用した丸太を敷き詰める工法。 

草の繁茂を抑えることにより見通しを確保し、草刈り経費を削減することを目

的に設置している。 
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